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小学生 6年生を対象とした理科の体験講座 

       

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果…事後のアンケートの結果、８７％の受講者が「受講前と比べてもっと理科が好きになった」と回答した。 

課題…今回の受講者の継続した学びと、本事業を船橋市全体の理数教育の充実につなげる必要がある 

令和４年８月、東邦大学理学部の教員が講師となり、東邦大学の学生による企

画運営委員会が「子供たちのワクワク」を念頭に内容を検討し、子供たちの伴走者と

なって全 4 回（生物・地学・化学・物理）の実験やフィールドワークを行った。近隣に理

系の学部を持つ大学が複数存在する船橋市の特色を生かして、理数系分野を中

心に子供たちがワクワクするような体験機会を多く提供していくことで、子供

たちの自己肯定感を高めるきっかけづくりをする初年度の取組である。 

 

ステップ１感動ワクワク体験 

ステップ３将来の夢 

ステップ２学びに向かう力 

実施日・場所 

令和４年８月８日（月）２２日（月）２５日（木）２９日（月） 

東邦大学習志野キャンパス内 

大学キャンパスで学ぶ 

参加者 

参加者６５名 

（定員４０名のところ申込数６６名） 

講座内容 

「植物の形のふしぎ」 講師 安立美奈子先生 

キャンパス探検をしなが 

ら様々な草花を採取しスケ 

ッチしてグループで図鑑を 

作成。採取した草花を使っ 

てアレンジメントした。 

「地面が解ける⁉液状化のなぞ」講師 上原 真一先生 

 地震や液状化の原理に 

ついてペットボトルに 

地層を作って観察した 

り、火砕流の模型で実 

験したりして理解を深 

めた。 

「冷えるとどうなる？―196℃の世界」講師 酒井康弘先生 

 ―196℃という超低温の 

液体窒素を使って液体窒 

素に入れた花を観察する 

など様々な実験を行い、 

実際に液体窒素に触れて 

不思議な体験をした。 

「冷蔵庫の果物 長持ちさせます」講師 今野 大輝先生 

食べ物を長持ちさせて 

ムダを減らす方法を考え、 

そのために開発した 

「フレッシュキーパー」 

やその素材であるプラス 

チックやナイロン繊維を 

つくる合成実験をした。 

受講者の声…「いろいろな体験ができた。ワクワクした。」「小学校で使えない薬品を使えて楽しかった。」「中

学生になっても他の内容で参加したい。」「果物の長持ちのような家事に役立つ研究をしたい。」「大学生が分か

りやすく教えてくれて嬉しかった。」「大学に入ってみてどのようなところかが分かってよかった。」 

保護者の声…「参加したことで理科に関する興味が増えたようです。」「毎回楽しそうに講座内容を話してくれ

た。」「大学の先生や大学生と接したことが刺激になった。」「大学のキャンパスに実際に入って小学校とはまた

違う環境で知識を自然に増やせたことにとても感謝しています。」「この講座に参加したことが近い未来にこ

んなふうになりたいなと思うきっかけになり、目標が描けたようです。」 

 

 

 

 

 

概要 
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物理 
化学 

～未来を担う子供たちにワクワク体験を～ 

地学 

第４回（令和４年）　ちば講座アワード実施報告書（船橋市教育委員会生涯学習部）


